
(57)【要約】

【課題】構造が簡単で、円形型枠の異なる曲率半径のた

めに使用可能であり、そして造形レールの端部を切り落

としたり、造形レールを交換する必要のない型枠要素を

提供する。【解決手段】型枠パネル１を備え、この型枠

パネルの背面に、垂直方向に延びる成形レール３，４が

取付けられ、水平方向に延び湾曲した造形レール１３が

成形レールに取り外し可能に連結されている、円形型枠

のための型枠要素において、造形レール１３がそれぞれ

、少なくとも２個、好ましくは少なくとも４個の連続要

素１４によって形成され、この連続要素がそれぞれ造形

レール１３の縦方向長さの大部分にわたって延び、連続

要素がシュー１５によって互いに保持され、造形レール

１３の縦方向における、曲率に依存した連続要素１４間

のずれによって、それぞれ少なくとも１個、好ましくは

少なくとも２の連続要素１４が造形レール１３のそれぞ

れの端面側の端部１６，１７まで延びている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 型 枠 パ ネ ル （ １ ） を 備 え 、 こ の 型 枠 パ ネ ル の 背 面 に 、 垂 直 方 向 に 延 び る 成 形 レ ー ル （ ３
， ４ ） が 取 付 け ら れ 、 水 平 方 向 に 延 び 湾 曲 し た 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） が 前 記 成 形 レ ー ル に 取
り 外 し 可 能 に 連 結 さ れ て い る 、 円 形 型 枠 の た め の 型 枠 要 素 に お い て 、 造 形 レ ー ル （ １ ３ ）
が そ れ ぞ れ 、 少 な く と も ２ 個 、 好 ま し く は 少 な く と も ４ 個 の 連 続 要 素 （ １ ４ ） に よ っ て 形
成 さ れ 、 こ の 連 続 要 素 が そ れ ぞ れ 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） の 縦 方 向 長 さ の 大 部 分 に わ た っ て 延
び 、 連 続 要 素 が シ ュ ー （ １ ５ ） に よ っ て 互 い に 保 持 さ れ 、 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） の 縦 方 向 に
お け る 、 曲 率 に 依 存 し た 連 続 要 素 （ １ ４ ） 間 の ず れ に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 少 な く と も １ 個 、
好 ま し く は 少 な く と も ２ の 連 続 要 素 （ １ ４ ） が 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） の そ れ ぞ れ の 端 面 側 の
端 部 （ １ ６ ， １ ７ ） ま で 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 ２ 】
  造 形 レ ー ル （ １ ３ ） と 垂 直 に 延 び る 成 形 レ ー ル （ ３ ， ４ ） と の 連 結 が シ ュ ー （ １ ５ ） を
介 し て 行 わ れ 、 好 ま し く は 垂 直 に 延 び る 成 形 レ ー ル （ ３ ， ４ ） の ウ ェ ブ （ ５ ， １ ２ ） シ ュ
ー （ １ ５ ） を 貫 通 す る 締 付 け ピ ン （ ２ ０ ） を 用 い て 行 わ れ 、 こ の 締 付 け ピ ン が 好 ま し く は
ボ ル ト 連 結 部 と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 ３ 】
  造 形 レ ー ル （ １ ３ ） の 縦 方 向 開 口 （ ２ ６ ） の 上 側 と 下 側 が 、 互 い に 接 す る そ れ ぞ れ 少 な
く と も ２ 個 の 連 続 要 素 （ １ ４ ） に よ っ て 画 成 さ れ 、 こ の ２ 個 の 連 続 要 素 の う ち の 少 な く と
も １ 個 が 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） の 端 面 側 の 端 部 （ １ ６ ， １ ７ ） ま で 延 び て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 ４ 】
  連 続 要 素 （ １ ４ ） が 板 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か
一 つ に 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 ５ 】
  連 続 要 素 （ １ ４ ） が 同 じ 長 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 つ
に 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 ６ 】
  シ ュ ー （ １ ５ ） が そ れ ぞ れ ２ 個 の 挟 持 部 材 （ １ ８ ， １ ９ ） を 備 え 、 両 挟 持 部 材 （ １ ８ ，
１ ９ ） が そ の 間 に 位 置 す る 連 続 要 素 （ １ ４ ） と 共 に 締 付 け ピ ン （ ２ ０ ） に よ っ て 互 い に 締
付 け 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 ７ 】
  挟 持 部 材 （ １ ８ ， １ ９ ） が 連 続 要 素 （ １ ４ ） の 側 方 エ ッ ジ に 接 続 す る 連 続 要 素 （ １ ４ ）
の 部 分 を 収 容 す る た め の ス リ ッ ト （ ２ ４ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載
の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 ８ 】
  挟 持 部 材 （ １ ８ ， １ ９ ） が 型 枠 パ ネ ル （ １ ） に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ た ベ ー ス 脚 部 （ ２
１ ， ３ ８ ） を 備 え 、 こ の ベ ー ス 脚 部 内 に 、 締 付 け ピ ン （ ２ ０ ） を 通 過 さ せ る た め の 穴 （ ２
５ ） が 配 置 さ れ 、 こ の 穴 （ ２ ５ ） が 好 ま し く は 、 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） の 縦 方 向 に お い て ベ
ー ス 脚 部 （ ２ １ ， ３ ８ ） の 中 心 に 対 し て 側 方 に ず ら さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
６ ま た は ７ 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 ９ 】
  側 方 に お い て 互 い に 接 続 す る ２ 個 の 型 枠 要 素 の 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） を 連 結 す る た め に 、
連 結 ユ ニ ッ ト （ ３ ３ ， ３ ４ ， ３ ５ ， ３ ６ ， ３ ７ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 １ ０ 】
  連 結 ユ ニ ッ ト （ ３ ３ ， ３ ４ ， ３ ５ ， ３ ６ ， ３ ７ ） が 上 側 と 下 側 か ら 締 付 け ピ ン （ ３ ７ ）
に よ っ て 造 形 レ ー ル に 対 し て 締 付 け ら れ た 張 出 し 材 （ ３ ３ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ９ 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 １ １ 】
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  型 枠 要 素 が 両 側 方 エ ッ ジ に 、 垂 直 方 向 に 延 び る 成 形 レ ー ル （ ３ ） を 備 え 、 こ の 成 形 レ ー
ル が 型 枠 パ ネ ル （ １ ） の 側 方 エ ッ ジ と 面 一 の ウ ェ ブ （ ５ ） を 備 え 、 垂 直 方 向 に 延 び る エ ッ
ジ 側 の 成 形 レ ー ル （ ３ ） の 間 に 、 垂 直 方 向 に 延 び る 好 ま し く は 多 数 の 成 形 レ ー ル （ ４ ） が
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 １ ２ 】
  垂 直 方 向 に お い て 離 隔 さ れ 水 平 に 延 び る 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） が 型 枠 要 素 あ た り 少 な く と
も ２ 個 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 型 枠 要
素 。
【 請 求 項 １ ３ 】
  内 側 型 枠 の 場 合 型 枠 要 素 の た め に 設 け ら れ た 最 も 大 き な 曲 率 を 除 く す べ て の 曲 率 の 場 合
、 あ る い は 外 側 型 枠 の 場 合 型 枠 要 素 の た め に 設 け ら れ た 最 も 小 さ な 曲 率 を 除 く す べ て の 曲
率 の 場 合 に 、 少 な く と も １ 個 、 好 ま し く は 少 な く と も ２ 個 の 連 続 要 素 （ １ ４ ） が 造 形 レ ー
ル （ １ ３ ） の 端 面 側 の 端 部 （ １ ６ ， １ ７ ） か ら 離 隔 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ ～ １ ２ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 １ ４ 】
  側 方 に お い て 互 い に 隣 接 す る 型 枠 要 素 を 連 結 す る た め に 、 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） の 間 の 高
さ に 位 置 に 配 置 さ れ た 、 好 ま し く は 水 平 に 延 び る 連 結 レ ー ル が 設 け ら れ 、 こ の 連 結 レ ー ル
が 少 な く と も 互 い に 隣 接 す る 型 枠 要 素 の エ ッ ジ 側 の 範 囲 に わ た っ て 延 び 、 か つ 各 々 の 型 枠
要 素 の 少 な く と も １ つ の 成 形 レ ー ル （ ３ ， ４ ） に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 請 求 項 １ ５ 】
  連 結 レ ー ル が 造 形 レ ー ル （ １ ３ ） と 類 似 の 方 法 で 、 そ れ ぞ れ 連 結 レ ー ル の 縦 方 向 長 さ の
大 部 分 に わ た っ て 延 び る 少 な く と も ２ 個 、 好 ま し く は 少 な く と も ４ 個 の 連 続 要 素 （ １ ４ ）
に よ っ て 形 成 さ れ 、 か つ シ ュ ー （ １ ５ ） に よ っ て 型 枠 要 素 の 成 形 レ ー ル （ ３ ， ４ ） に 取 付
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 型 枠 要 素 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 型 枠 パ ネ ル を 備 え 、 こ の 型 枠 パ ネ ル の 背 面 に 、 垂 直 方 向 に 延 び る 成 形 レ ー ル
が 取 付 け ら れ 、 水 平 方 向 に 延 び 湾 曲 し た 造 形 レ ー ル が 成 形 レ ー ル に 取 り 外 し 可 能 に 連 結 さ
れ て い る 、 円 形 型 枠 の た め の 型 枠 要 素 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 型 枠 要 素 は 公 知 で あ る 。 こ の よ う な 型 枠 要 素 に よ っ て 円 形 型 枠 の 一 方 の 側 （ 例
え ば 外 側 型 枠 ） を 形 成 す る た め に 、 並 べ て お よ び ／ ま た は 上 下 に 配 置 さ れ る こ の 種 の 多 数
の 型 枠 要 素 が 互 い に 連 結 さ れ る 。 こ の 場 合 、 外 側 と 内 側 の 型 枠 は 類 似 の 方 法 で 形 成 可 能 で
あ る 。 垂 直 に 延 び る 成 形 レ ー ル の 間 の 範 囲 に お い て 、 コ ン ク リ ー ト 圧 力 が 型 枠 パ ネ ル に よ
っ て 支 持 さ れ る 。 ア ン カ ー レ ー ル と も 呼 ば れ る 造 形 レ ー ル は 、 型 枠 要 素 の 湾 曲 し た 形 を 定
め る 。 こ の 造 形 レ ー ル は 通 常 は 、 固 定 さ れ た 型 枠 の ア ン カ ー の た め の 他 の 載 置 部 支 持 部 を
形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 型 枠 要 素 は 再 使 用 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 円 形 型 枠 の 曲 率 半 径 が そ の 前 の 使
用 時 よ り も 小 さ い と 、 分 解 さ れ た 造 形 レ ー ル が 適 当 な 円 形 化 装 置 を 用 い て 塑 性 変 形 さ せ る
こ と に よ っ て 必 要 な 曲 率 に 丸 め ら れ る 。 造 形 レ ー ル が 型 枠 パ ネ ル よ り も 半 径 方 向 内 側 に 位
置 す る の で 、 造 形 レ ー ル は 丸 め た 後 で 型 枠 パ ネ ル か ら 側 方 に 突 出 す る 。 従 っ て 、 造 形 レ ー
ル は 型 枠 パ ネ ル と 面 一 に す る た め に 適 当 に 切 断 さ れ る 。 型 枠 要 素 が 大 き な 曲 率 半 径 （ ＝ 小
さ な 曲 率 ） を 有 す る 円 形 型 枠 を 製 造 す る た め に 後 に 使 用 さ れ る 場 合 、 造 形 レ ー ル を 取 り 替
え な け れ ば な ら な い 。 な ぜ な ら 、 今 ま で の 造 形 レ ー ル が 短 す ぎ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 造 形 レ ー ル が 円 形 化 装 置 を 用 い て 塑 性 変 形 す る こ と に よ っ て 所 望 な 曲 率 に 変 形 す る 円 形
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型 枠 の ほ か に 、 造 形 レ ー ル が ヒ ン ジ を 備 え た 機 械 的 な シ ス テ ム が 知 ら れ て い る 。 こ の ヒ ン
ジ は 型 枠 要 素 の 所 望 な 曲 率 に 相 応 し て 調 節 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 ヒ ン ジ の 構 造 が 複 雑 で
調 節 作 業 が 面 倒 で あ る と い う 欠 点 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 構 造 が 簡 単 で 、 円 形 型 枠 の 異 な る 曲 率 半 径 の た め に 使 用 可 能 で あ り 、
そ し て 造 形 レ ー ル の 端 部 を 切 り 落 と し た り 、 造 形 レ ー ル を 交 換 す る 必 要 の な い 、 冒 頭 に 述
べ た 種 類 の 型 枠 要 素 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 課 題 は 、 本 発 明 に 従 い 、 請 求 項 １ 記 載 の 特 徴 を 有 す る 型 枠 要 素 に よ っ て 解 決 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 で は 、 長 さ を 変 更 可 能 な 造 形 レ ー ル が 用 意 さ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 造 形
レ ー ル は 、 大 き な 曲 率 の 内 側 型 枠 の 場 合 に も 短 縮 す る こ と が で き 、 小 さ な 曲 率 の 場 合 に 伸
長 さ せ る こ と が で き る か あ る い は 大 き な 曲 率 の 外 側 型 枠 の 場 合 に 伸 長 さ せ 、 小 さ な 曲 率 の
場 合 に 短 縮 す る こ と が で き る の で 、 造 形 レ ー ル は そ の 都 度 型 枠 パ ネ ル の エ ッ ジ で 終 わ っ て
い る 。 そ の 際 、 連 続 要 素 は 曲 率 に 依 存 し て 互 い に 異 な る 距 離 だ け ず ら さ れ て い る 。 内 側 型
枠 の 場 合 、 型 枠 要 素 を 使 用 可 能 な 最 小 の 曲 率 半 径 は 、 連 続 要 素 が ず ら さ な い で 型 枠 パ ネ ル
の 側 方 エ ッ ジ で 互 い に 終 わ る 曲 率 半 径 で あ る 。 外 側 型 枠 の 場 合 、 こ れ は 、 型 枠 要 素 を 使 用
可 能 な 最 大 曲 率 半 径 の 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 造 形 レ ー ル と 垂 直 方 向 に 延 び る 成 形 レ ー ル と の 連 結 は 、 好 ま し く は シ ュ ー を 介 し て 行 わ
れ る 。 そ の た め に 、 こ の シ ュ ー は 成 形 レ ー ル に 接 す る 第 １ の 挟 持 部 材 と 、 型 枠 パ ネ ル と は
反 対 側 で 連 続 要 素 を 掴 む 第 ２ の 挟 持 部 材 を 備 え て い る 。 こ の 挟 持 部 材 は 締 付 け ボ ル ト に よ
っ て 締 付 け ら れ る 。 こ の 締 付 け ボ ル ト は 挟 持 部 材 の 穴 と 、 型 枠 パ ネ ル に 対 し て 平 行 な 成 形
レ ー ル の ウ ェ ブ に 設 け た 穴 に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 で は 、 造 形 レ ー ル の 縦 方 向 開 口 の 上 側 と 下 側 に 、 互 い に 接 す る そ
れ ぞ れ 少 な く と も ２ 個 の 連 続 要 素 が 設 け ら れ 、 こ の ２ 個 の 連 続 要 素 の う ち の 少 な く と も １
個 が 造 形 レ ー ル の 端 面 側 の 端 部 ま で 延 び て い る 。 ア ン カ ー 棒 が 型 枠 を 固 定 す る た め に 縦 方
向 開 口 に 挿 入 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 連 続 要 素 は 好 ま し く は 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 連 続 要 素 は 偏 平 な 長 方 形 の 横
断 面 を 有 す る 。 こ の よ う な 偏 平 要 素 は ロ ー ル に よ っ て 最 小 の ね じ れ で 簡 単 に 丸 く す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 添 付 の 図 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 他 の 効 果 と 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に は 、 円 形 型 枠 の 内 側 型 枠 の 、 上 下 に 配 置 さ れ た 本 発 明 に よ る ２ つ の 型 枠 要 素 が 示
し て あ る 。 円 形 型 枠 の 外 側 型 枠 の 型 枠 要 素 は 類 似 の 方 法 で 形 成 可 能 で あ る 。 そ れ ぞ れ の 型
枠 要 素 は 、 例 え ば 木 （ 例 え ば 合 板 ） か ら な る 型 枠 パ ネ ル １ を 備 え て い る 。 こ の 型 枠 パ ネ ル
は 好 ま し く は 型 枠 要 素 の 全 幅 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。 型 枠 パ ネ ル １ は 型 枠 要 素 の 全 高
に わ た っ て 形 成 さ れ て い て も よ い し 、 互 い に 接 続 さ れ る 複 数 の 部 分 か ら な っ て い て も よ い
。 型 枠 パ ネ ル １ は 例 え ば 鋼 板 に よ っ て 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 型 枠 表 面 ２ と は 反 対 側 の 型 枠 パ ネ ル １ の 背 面 に は 、 垂 直 方 向 に 延 び る 多 数 の 成 形 レ ー ル
３ ， ４ が 例 え ば ボ ル ト 止 め に よ っ て 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 ２ 本 の エ ッ ジ 側 の 成 形
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レ ー ル ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 成 形 レ ー ル は 好 ま し く は Ｕ 字 状 の 横 断 面 を 有 す る 。 こ の
場 合 、 両 エ ッ ジ 側 成 形 レ ー ル ３ の Ｕ 字 状 の 横 断 面 の 開 放 し た 側 は 、 型 枠 パ ネ ル １ の 背 面 に
接 触 し こ の 型 枠 パ ネ ル １ に 固 定 さ れ た ウ ェ ブ ９ と 、 こ の ウ ェ ブ の エ ッ ジ 側 か ら 延 び る 、 型
枠 パ ネ ル １ に 対 し て 垂 直 な ウ ェ ブ ５ と 、 型 枠 パ ネ ル １ か ら 離 れ た こ の ウ ェ ブ ５ の 端 部 か ら
型 枠 パ ネ ル １ に 対 し て 平 行 に 延 び る ウ ェ ブ ６ を 備 え て い る 。 型 枠 パ ネ ル １ に 対 し て 垂 直 な
ウ ェ ブ ５ は 好 ま し く は 型 枠 パ ネ ル １ の 端 面 側 の 端 部 ７ ， ８ と 面 一 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 エ ッ ジ 側 の 成 形 レ ー ル ３ の 間 に お い て 型 枠 パ ネ ル １ の 背 面 に は 、 垂 直 方 向 に 延 び る 成 形
レ ー ル ４ が 互 い に 間 隔 を お い て 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 成 形 レ ー ル ４ は 好 ま し く は 横 断 面
が Ｚ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 成 形 レ ー ル は 型 枠 パ ネ ル １ の 背 面 に 接 触 す る ウ ェ ブ １ ０ に よ
っ て 型 枠 パ ネ ル １ に 固 定 さ れ て い る 。 ウ ェ ブ １ ０ の エ ッ ジ か ら 、 型 枠 パ ネ ル に 対 し て 垂 直
な ウ ェ ブ １ １ が 突 出 し 、 型 枠 パ ネ ル １ か ら 離 れ た ウ ェ ブ １ １ の 端 部 か ら 、 ウ ェ ブ １ ２ が 型
枠 パ ネ ル １ に 対 し て 平 行 に 延 び て い る 。 隣 接 す る 成 形 レ ー ル ３ ， ４ の 間 隔 は 静 力 学 的 な 制
約 を 受 け 、 例 え ば ５ ０ ｃ ｍ と １ ． ５ ｍ の 間 の 範 囲 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 垂 直 に 延 び る 成 形 レ ー ル ３ ， ４ に は 、 水 平 方 向 に 延 び る 造 形 レ ー ル １ ３ が 取 り 外 し 可 能
に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 造 形 レ ー ル １ ３ は 水 平 方 向 に 湾 曲 し 、 そ れ に よ っ て 型 枠 要 素 の 水
平 方 向 の 曲 率 が 定 め ら れ る 。 造 形 レ ー ル １ ３ の 曲 率 を 変 更 す る こ と に よ り 、 型 枠 要 素 の 曲
率 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ ～ ９ に 基 づ い て 、 造 形 レ ー ル １ ３ の 正 確 な 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 造 形 レ ー
ル １ ３ は 図 示 し た 好 ま し い 実 施 の 形 態 で は 、 そ れ ぞ れ ４ 個 の 連 続 要 素 １ ４ を 備 え て い る 。
こ の 連 続 要 素 は シ ュ ー １ ５ に よ っ て 相 互 に 保 持 さ れ る 。 連 続 要 素 １ ４ は 好 ま し く は 板 状 に
形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 横 断 面 で 見 て 偏 平 な 長 方 形 の 形 を し て い る 。 こ の 連 続 要 素 １
４ は そ れ ぞ れ 、 造 形 レ ー ル の 長 さ の 大 部 分 に わ た っ て 延 び て い る が し か し 、 少 な く と も こ
の 型 枠 要 素 の た め に 設 け ら れ た 最 も 大 き な 曲 率 （ 内 側 型 枠 の 場 合 ） ま た は 最 も 小 さ な 曲 率
（ 外 側 型 枠 の 場 合 ） を 除 く 造 形 レ ー ル １ ３ の す べ て の 曲 率 に 関 し て 、 造 形 レ ー ル １ ３ の 全
長 よ り も 短 い 。 そ の 際 、 連 続 要 素 １ ４ は 造 形 レ ー ル １ ３ の 縦 方 向 に 互 い に ず ら し て あ り 、
し か も 図 示 し た 構 造 で は 内 側 に 位 置 す る 両 連 続 要 素 １ ４ が 図 ２ に 示 し た 造 形 レ ー ル １ ３ の
端 面 側 の 端 部 １ ６ ま で 延 び 、 他 の 両 連 続 要 素 １ ４ が こ の 端 面 側 の 端 部 １ ６ か ら ず れ ｖ だ け
離 隔 さ れ て い る 。 造 形 レ ー ル １ ３ の 反 対 側 の 端 面 側 の 端 部 １ ７ は 、 逆 の 状 況 と な っ て い る
（ 図 ３ 参 照 、 こ の 場 合 造 形 レ ー ル の 曲 率 が 幾 分 小 さ く な っ て い る ） 。 図 ２ の 組 み 立 て 位 置
で は 、 こ の ず れ ｖ は 比 較 的 に 小 さ い 。 ず れ ｖ は 造 形 レ ー ル １ ３ の 曲 率 が 小 さ く な る に つ れ
て 大 き く な る 。 図 ３ に は 幾 分 大 き な ず れ が 示 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す べ て の 連 続 要 素 １ ４ が 造 形 レ ー ル １ ３ の 端 面 側 の 両 端 部 に 対 し て 相 互 の ず れ を 生 じ な
い で 延 び て い る と 、 こ の 型 枠 要 素 の た め に （ 内 側 型 枠 の 場 合 ） 最 も 大 き な 曲 率 が 生 じ 、 （
外 側 型 枠 の 場 合 ） 最 も 小 さ な 曲 率 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 連 続 要 素 １ ４ は 好 ま し く は す べ て 同 じ 長 さ を 有 す る が し か し 、 異 な る 長 さ で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 シ ュ ー １ ５ は 上 記 の よ う に 連 続 要 素 １ ４ を ば ら ば ら に な ら な い よ う に 保 持 す る 働 き を し
、 更 に 造 形 レ ー ル １ ３ の 縦 方 向 に 延 び る （ 湾 曲 し た ） 水 平 軸 線 回 り の 連 続 要 素 の 傾 動 ま た
は ね じ れ を 防 止 す る 働 き を す る 。 更 に 、 シ ュ ー １ ５ を 介 し て 、 造 形 レ ー ル １ ３ と 垂 直 方 向
に 延 び る 成 形 レ ー ル ３ ， ４ と の 連 結 が 有 利 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ ～ ７ の 実 施 の 形 態 で は 、 各 々 の シ ュ ー １ ５ が ２ 個 の Ｕ 字 状 挟 持 部 材 １ ８ ， １ ９ に よ
っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 挟 持 部 材 は 締 付 け ピ ン ２ ０ に よ っ て 互 い に 締 付 け ら れ る 。 挟 持
部 材 １ ８ ， １ ９ は そ れ ぞ れ 、 １ つ の ベ ー ス 脚 部 ２ １ と ２ つ の 側 方 脚 部 ２ ２ を 備 え て い る 。
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側 方 脚 部 ２ ２ に は 、 そ の 縦 方 向 自 由 エ ッ ジ ２ ３ か ら 各 々 ２ つ の ス リ ッ ト ２ ４ が 切 除 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 場 合 、 両 側 方 脚 部 ２ ２ の ス リ ッ ト ２ ４ は 側 面 図 で 見 て （ 図 ６ ） 重 な っ て い
る 。 ス リ ッ ト ２ ４ に は そ れ ぞ れ 、 互 い に 接 す る ２ つ の 連 続 要 素 １ ４ の 側 方 エ ッ ジ が 挿 入 さ
れ て い る 。 両 ス リ ッ ト ２ ４ の 間 の 高 さ 位 置 に お い て 締 付 け ピ ン ２ ０ を 通 過 さ せ る た め の 穴
２ ５ が ベ ー ス 脚 部 ２ １ に 穿 設 さ れ て い る 。 こ の 穴 ２ ５ は 一 方 の 側 方 脚 部 ２ ２ よ り も 他 方 の
側 方 脚 部 ２ ２ に 近 い 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 両 挟 持 部 材 １ ８ ， １ ９ の 一 方 は 成 形 レ ー ル ３ の ウ ェ ブ ６ ま た は 成 形 レ ー ル ４ の ウ ェ ブ １
２ に 接 触 し て い る 。 こ の 場 合 、 ウ ェ ブ ６ ま た は １ ２ に は 、 穴 ２ ５ と 一 致 す る 穴 が 形 成 さ れ
て い る 。 こ の 挟 持 部 材 １ ８ の ス リ ッ ト ２ ４ に は 、 連 続 要 素 １ ４ の 一 方 の 側 方 エ ッ ジ が 挿 入
さ れ て い る 。 連 続 要 素 １ ４ の 反 対 側 の 側 方 エ ッ ジ に は 、 第 ２ の 挟 持 部 材 １ ９ が 嵌 め ら れ て
い る 。 図 示 し た 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ の 挟 持 部 材 １ ９ は 挟 持 部 材 １ ８ と 同 じ よ う に 形 成 さ
れ て い る が し か し 、 挟 持 部 材 １ ８ に 対 し て 水 平 軸 線 回 り に １ ８ ０ ° お よ び 垂 直 軸 線 回 り に
１ ８ ０ ° 回 転 さ せ て 挿 入 さ れ て い る 。 ウ ェ ブ ６ ま た は １ ２ と 挟 持 部 材 １ ８ ， １ ９ を 貫 通 す
る 締 付 け ピ ン ２ ０ に よ っ て 、 挟 持 部 材 １ ８ ， １ ９ が 互 い に 締 付 け ら れ 、 成 形 レ ー ル ３ ま た
は ４ に 固 定 さ れ る 。 締 付 け ピ ン ２ ０ は 図 示 し た 実 施 の 形 態 で は ナ ッ ト に 関 連 し て ボ ル ト に
よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 連 続 要 素 １ ４ を 保 持 お よ び 配 向 し 、 造 形 レ ー ル １ ３ を 成 形 レ ー ル ３ ， ４ に 固 定 す る た め
に 、 シ ュ ー １ ５ が 造 形 レ ー ル １ ３ と 成 形 レ ー ル ３ ， ４ の 間 の 各 々 の 交 点 に 設 け ら れ て い る
と 有 利 で あ る 。 そ れ ぞ れ 端 面 側 の 端 部 １ ６ ， １ ７ か ら 離 隔 さ れ た 連 続 要 素 １ ４ が エ ッ ジ 側
の 両 シ ュ ー １ ５ 内 に 多 少 挿 入 さ れ 、 そ し て （ 内 側 型 枠 の 場 合 型 枠 要 素 の 曲 率 が 小 さ い と き
あ る い は 外 側 型 枠 の 場 合 型 枠 要 素 の 曲 率 が 大 き い と き に ） エ ッ ジ 側 の シ ュ ー １ ５ の 手 前 で
終 わ っ て い て も よ い 。 基 本 的 に は 、 こ の 状 況 の た め に 、 挟 持 部 材 １ ８ ， １ ９ 一 方 ま た は 両
方 の 側 方 脚 部 に 形 成 し た ス リ ッ ト ２ ４ を 有 す る エ ッ ジ 側 の シ ュ ー を 設 け る こ と が で き る 。
こ の ス リ ッ ト の 幅 は 個 々 の 連 続 要 素 １ ４ の 厚 さ に の み 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 互 い に 接 す る 上 側 の 連 続 要 素 １ ４ と 、 互 い に 接 す る 下 側 の 連 続 要 素 １ ４ と の 間 に は 、 造
形 レ ー ル １ ３ の 縦 方 向 開 口 ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 ア ン カ ー の ア ン カ ー 棒 ２ ７ が 図 ３ ， ４
に 示 す よ う に こ の 開 口 を 通 過 し て い る 。 型 枠 パ ネ ル １ と は 反 対 側 の 連 続 要 素 １ ４ の 側 方 エ
ッ ジ に は 、 連 続 要 素 １ ４ に 張 力 を か け る ア ン カ ー プ レ ー ト ２ ８ が 支 持 さ れ て い る 。 ア ン カ
ー 棒 ２ ７ は ア ン カ ー プ レ ー ト ２ ８ の 穴 を 通 過 し 、 そ の 端 部 の 範 囲 に ね じ を 有 す る 。 こ の ね
じ に は ナ ッ ト ２ ９ が 螺 合 し て い る 。 こ れ に よ り 、 構 築 す べ き 壁 の 両 側 に 配 置 さ れ た 型 枠 が
ア ン カ ー で 固 定 さ れ る 。 壁 の 他 方 の 側 に 配 置 さ れ る 型 枠 （ 図 示 し て い な い ） の 曲 率 は 、 図
１ に 示 し た 型 枠 要 素 と 逆 で あ る （ 凹 形 の 代 わ り に 凸 形 ） 。 既 に 何 度 も 述 べ た よ う に 、 こ の
よ う に 凸 形 に 湾 曲 し た 型 枠 要 素 も 、 本 発 明 に 従 っ て 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 連
続 要 素 間 の ず れ は 、 曲 率 が 大 き く な る に つ れ て 増 大 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 下 に 配 置 さ れ る 複 数 の 型 枠 要 素 の 連 結 は 従 来 の ご と く 、 例 え ば 型 枠 要 素 の 下 側 エ ッ ジ
に 配 置 さ れ た 管 片 ３ ０ に よ っ て 行 う こ と が で き る 。 こ の 管 片 は 下 側 の 型 枠 要 素 の 上 端 に 取
付 け ら れ た 管 片 に 載 せ ら れ 、 ボ ル ト に よ っ て こ の 管 片 に 固 定 さ れ る 。 管 片 ３ ０ の セ ン タ リ
ン グ の た め に 、 円 錐 状 の 凹 部 ３ １ と 、 こ の 円 錐 状 凹 部 ３ １ に 係 合 さ せ る た め の 、 対 応 す る
円 錐 台 状 の 突 出 部 （ 図 示 し て い な い ） と を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 並 べ て 配 置 さ れ る 型 枠 要 素 は そ の エ ッ ジ 側 の 成 形 レ ー ル ３ を 介 し て 互 い に ボ ル ト 止 め 可
能 で あ る 。 こ の 成 形 レ ー ル の ウ ェ ブ ５ は 互 い に 接 し て い る 。 こ の ウ ェ ブ ５ に は 、 ボ ル ト を
通 す た め の 小 さ な 穴 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 側 方 で 互 い に 隣 接 す る 型 枠 要 素 の 間 で 造 形 レ ー ル １ ３ の 連 続 し た 強 度 を 得 る た め に 、 隣
接 す る 型 枠 要 素 の 造 形 レ ー ル １ ３ は 連 結 ユ ニ ッ ト を 介 し て 連 結 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 連
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結 ユ ニ ッ ト の 構 造 の １ つ の 例 が 図 １ ０ に 概 略 的 に 示 し て あ る 。 ブ リ ッ ジ 状 の ２ 個 の 張 出 し
材 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。 上 側 の 張 出 し 材 ３ ３ は 脚 部 ３ ４ が 隣 接 す る 型 枠 要 素 の 造 形 レ ー
ル １ ３ の 上 面 に 載 り 、 下 側 の 張 出 し 材 ３ ３ は 下 面 に 接 触 し て い る 。 張 出 し 材 ３ ３ の ブ リ ッ
ジ ウ ェ ブ ３ ５ の 両 エ ッ ジ 範 囲 に お い て 、 横 方 向 ウ ェ ブ ３ ６ が こ の 張 出 し 材 に 溶 接 さ れ て い
る 。 こ の 横 方 向 ウ ェ ブ は 両 側 で 張 出 し 材 か ら 突 出 し て い る 。 ブ リ ッ ジ ウ ェ ブ ３ ５ の 前 後 の
範 囲 に お い て 、 横 ウ ェ ブ ３ ６ は 穴 を 備 え て い る 。 こ の 穴 に は 締 付 け ピ ン ３ ７ が 挿 入 さ れ て
い る 。 こ の 締 付 け ピ ン は 両 張 出 し 材 ３ ３ を 互 い に 締 付 け る 。 締 付 け ピ ン ３ ７ は 図 １ ０ に お
い て 前 後 し て そ れ ぞ れ ２ つ ず つ 設 け ら れ 、 そ し て 左 側 と 右 側 に 設 け ら れ て い る 。 造 形 レ ー
ル １ ３ の た め の 連 結 ユ ニ ッ ト の 他 の 構 造 が 考 え ら れ か つ 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 側 方 で 互 い に 隣 接 す る 型 枠 要 素 の 間 で 連 続 し た 強 度 を 得 る た め に 更 に 、 造 形 レ ー ル １ ３
の 間 の 高 さ 位 置 に 、 好 ま し く は 水 平 に 延 び る 連 結 レ ー ル を 取 付 け る こ と が で き る 。 こ の 連
結 レ ー ル は 隣 接 す る 両 型 枠 要 素 に わ た っ て 延 び 、 そ れ ぞ れ の 型 枠 要 素 の 少 な く と も １ つ の
成 形 レ ー ル ３ ， ４ に 連 結 さ れ て い る 。 い か な る 場 合 で も 連 結 レ ー ル が 両 型 枠 要 素 の 隣 接 す
る エ ッ ジ 側 の 両 成 形 レ ー ル ３ に 連 結 さ れ て い る と 有 利 で あ る 。 こ の 場 合 、 連 結 レ ー ル は 造
形 レ ー ル １ ３ に 類 似 す る よ う に 形 成 可 能 で あ り 、 成 形 レ ー ル ３ お よ び ／ ま た は ４ と の そ の
連 結 部 は シ ュ ー １ ５ を 用 い て 類 似 す る よ う に 行 う こ と で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 型 枠 要 素 の 曲 率 を 変 更 す る と き に は 、 締 付 け ピ ン ２ ０ が 緩 め ら れ 、 そ れ に よ っ て 連 続 要
素 １ ４ を 取 り 外 す こ と が で き る 。 連 続 要 素 １ ４ は 円 形 化 装 置 に よ っ て （ 適 当 な ロ ー ル を 用
い て ） 所 望 な 曲 率 に 塑 性 変 形 さ れ る 。 次 に 、 造 形 レ ー ル １ ３ が 再 び 組 み 立 て ら れ る 。 こ の
場 合 、 連 続 要 素 １ ４ が ず ら さ れ 、 締 付 け ピ ン ２ ０ を 締 め て 固 定 さ れ る 。 造 形 レ ー ル １ ３ の
端 面 側 の 両 端 部 １ ６ ， １ ７ の 範 囲 に は 、 少 な く と も こ の 端 面 側 の 端 部 １ ６ ， １ ７ ま で 延 び
る 連 続 要 素 １ ４ が エ ッ ジ 側 の シ ュ ー １ ５ を 通 過 し て 延 設 さ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 造 形 レ ー
ル １ ３ は エ ッ ジ 側 の 成 形 レ ー ル ３ に 連 結 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ８ ， ９ は シ ュ ー の 挟 持 部 材 １ ８ の 変 形 を 示 し て い る 。 挟 持 部 材 １ ８ は ベ ー ス 脚 部 ３ ８
と 、 そ の 両 端 に 取 付 け ら れ た エ ッ ジ 脚 部 ３ ９ を 備 え て い る 。 ベ ー ス 脚 部 ３ ８ の 中 央 範 囲 の
側 方 エ ッ ジ に は 、 側 方 脚 部 ４ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 側 方 脚 部 は 図 ８ の 側 面 図 で 前 後 に
設 け ら れ て い る 。 連 続 要 素 １ ４ を 挿 入 す る た め の ス リ ッ ト ２ ４ は 、 エ ッ ジ 脚 部 ３ ９ と 側 方
脚 部 ４ ０ の 間 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 シ ュ ー の 挟 持 部 材 １ ８ の 他 の 変 形 が 図 １ １ ， １ ２ に 示 し て あ る 。 挟 持 部 材 は 強 度 を 高 め
る た め に Ｈ 字 状 に 形 成 さ れ 、 側 方 脚 部 ２ ２ と 、 穴 ２ ５ を 有 す る 連 結 脚 部 ４ １ を 備 え て い る
。 連 続 要 素 １ ４ を 収 容 す る た め の ス リ ッ ト ２ ４ が 、 挟 持 部 材 の 一 方 の 側 で 側 方 脚 部 ２ ２ の
縦 方 向 エ ッ ジ ２ ３ か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 型 枠 パ ネ ル は 好 ま し く は 端 面 側 の 端 部 ７ ， ８ に 、 エ ッ ジ 保 護 部 材 ４ ２ を 備 え て い る （ 図
４ ） 。 こ の エ ッ ジ 保 護 部 材 は 例 え ば 成 形 レ ー ル ３ に 溶 接 さ れ た 金 属 ウ ェ ブ に よ っ て 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 金 属 ウ ェ ブ は 好 ま し く は 木 か ら な る 型 枠 パ ネ ル １ の 端 面 側 を 覆 っ て い る 。
こ の 場 合 、 こ の ウ ェ ブ と 型 枠 パ ネ ル １ の 間 に 、 シ リ コ ン 継 目 を 形 成 す る と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 図 示 し た 実 施 の 形 態 の い ろ い ろ な 変 形 が 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 し な い で 考 え ら
れ か つ 可 能 で あ る 。 例 え ば 連 続 要 素 １ ４ を 多 く ま た は 少 な く 設 け る こ と が で き る 。 例 え ば
、 造 形 レ ー ル １ ３ を 横 断 面 Ｕ 字 状 の ２ 個 の 連 続 要 素 １ ４ に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。
こ の 連 続 要 素 は 造 形 レ ー ル １ ３ の 縦 方 向 に お い て ず れ て い る 。 こ の 場 合 、 ア ン カ ー 棒 ２ ７
を 通 過 さ せ る た め の 中 間 空 間 を 形 成 で き る よ う に す る た め に 、 Ｕ 字 状 の 両 連 続 要 素 の 側 方
脚 部 の 自 由 端 を 互 い に 接 触 さ せ る こ と が で き る 。 側 方 脚 部 の 自 由 端 は 縦 方 向 開 口 を 形 成 す
る た め に 、 領 域 に 複 数 の 窪 み を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 更 に 、 エ ッ ジ 側 の 成 形 レ ー ル ３ を 、 図 示 し た よ う に Ｕ 字 状 に 形 成 し な い で 、 成 形 レ ー ル
４ と 同 じ よ う に 、 す な わ ち Ｚ 字 状 成 形 レ ー ル と し て 形 成 す る こ と が 考 え ら れ か つ 可 能 で あ
る 。 型 枠 パ ネ ル １ か ら 離 隔 さ れ 型 枠 パ ネ ル １ に 対 し て 平 行 に 延 び る ウ ェ ブ は 例 え ば そ れ ぞ
れ 型 枠 要 素 の 側 方 エ ッ ジ か ら 離 れ る 方 向 に 向 く よ う に 配 置 す る こ と が で き る 。 型 枠 パ ネ ル
１ に 対 し て 垂 直 な ウ ェ ブ は 、 成 形 レ ー ル ４ が Ｚ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に 、 型 枠 要 素 の
端 面 側 の 端 部 ７ ， ８ か ら 離 隔 さ れ て い る 。 そ の 際 、 造 形 レ ー ル １ ３ は こ の ウ ェ ブ を 越 え て
そ れ ぞ れ 端 面 側 の 端 部 １ ６ ， １ ７ ま で 延 び 、 好 ま し く は こ の 端 部 と 面 一 に な っ て い る 。 側
方 に お い て 隣 接 す る ２ つ の 型 枠 要 素 を 連 結 す る た め に 更 に 、 造 形 レ ー ル １ ３ の 間 の 高 さ 位
置 に 配 置 さ れ か つ 成 形 レ ー ル ３ お よ び ／ ま た は ４ に 連 結 さ れ た 連 結 レ ー ル を 設 け る こ と が
で き る 。 更 に 、 造 形 レ ー ル １ ３ ま た は 連 結 レ ー ル の 間 の 高 さ 位 置 に お い て 、 型 枠 パ ネ ル １
か ら 離 隔 さ れ こ の 型 枠 パ ネ ル に 対 し て 平 行 に 延 び る 隣 接 す る 成 形 レ ー ル ４ の ウ ェ ブ に 、 板
状 の 要 素 を ボ ル ト 止 め す る こ と が で き る 。 そ れ に よ っ て 、 垂 直 方 向 に 作 用 す る 剪 断 力 を 受
け 止 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 成 形 レ ー ル ３ ， ４ の 図 示 お よ び 説 明 し た Ｕ 字 状 ま た は Ｚ 字 状 の 形 状 と 異 な る 形 状 が 考 え
ら れ か つ 可 能 で あ り 、 例 え ば Ｈ 字 状 が 考 え ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 上 下 に 配 置 さ れ た 本 発 明 に よ る ２ つ の 型 枠 要 素 の 概 略 的 な 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 本 発 明 に よ る 型 枠 要 素 の エ ッ ジ 範 囲 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 型 枠 要 素 の 左 下 の コ ー ナ ー 範 囲 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 型 枠 要 素 を 保 持 す る た め の シ ュ ー の 挟 持 部 材 を 示 す 図 で あ る （ 図 ６ の Ｂ 方 向 に 見
た 図 で あ る ） 。
【 図 ６ 】 型 枠 要 素 を 保 持 す る た め の シ ュ ー の 挟 持 部 材 の 側 面 図 で あ る （ 図 ５ の Ｃ 方 向 に 見
た 図 で あ る ） 。
【 図 ７ 】 型 枠 要 素 を 保 持 す る た め の シ ュ ー の 挟 持 部 材 の 平 面 図 で あ る （ 図 ６ の Ｄ 方 向 に 見
た 図 で あ る ） 。
【 図 ８ 】 挟 持 部 材 の 他 の 実 施 の 形 態 の 、 図 ６ と 同 様 な 側 面 図 で あ る （ 図 ９ の Ｅ 方 向 に 見 た
図 で あ る ） 。
【 図 ９ 】 挟 持 部 材 の 他 の 実 施 の 形 態 の 、 図 ７ と 同 様 な 平 面 図 で あ る （ 図 ８ の Ｆ 方 向 に 見 た
図 で あ る ） 。
【 図 １ ０ 】 側 方 に お い て 接 す る ２ 個 の 型 枠 要 素 の 造 形 レ ー ル を 連 結 す る た め の 連 結 ユ ニ ッ
ト を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 挟 持 部 材 の 他 の 実 施 の 形 態 の 、 図 ６ と 同 様 な 側 面 図 で あ る （ 図 １ ２ の Ｇ 方 向 に
見 た 図 で あ る ） 。
【 図 １ ２ 】 挟 持 部 材 の 他 の 実 施 の 形 態 の 、 図 ７ と 同 様 な 平 面 図 で あ る （ 図 １ １ の Ｈ 方 向 に
見 た 図 で あ る ） 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 型 枠 パ ネ ル
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 型 枠 表 面
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 成 形 レ ー ル
４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 成 形 レ ー ル
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ ェ ブ
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ ェ ブ
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 端 面 側 の 端 部
８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 端 面 側 の 端 部
９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ ェ ブ
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ ェ ブ
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１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ ェ ブ
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ ェ ブ
１ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 造 形 レ ー ル
１ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 続 要 素
１ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ュ ー
１ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 端 面 側 の 端 部
１ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 端 面 側 の 端 部
１ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 挟 持 部 材
１ ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 挟 持 部 材
２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 締 付 け ピ ン
２ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ベ ー ス 脚 部
２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 側 方 脚 部
２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 縦 方 向 エ ッ ジ
２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス リ ッ ト
２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 穴
２ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 縦 方 向 開 口
２ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン カ ー 棒
２ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン カ ー プ レ ー ト
２ ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナ ッ ト
３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 管 片
３ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 円 錐 状 凹 部
３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 穴
３ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 張 出 し 部 材
３ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 脚 部
３ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブ リ ッ ジ ウ ェ ブ
３ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 横 方 向 ウ ェ ブ
３ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 締 付 け ピ ン
３ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ベ ー ス 脚 部
３ ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ッ ジ 脚 部
４ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 側 方 脚 部
４ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 脚 部
４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ッ ジ 保 護 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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